　２０２１年度　事業報告書
　２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日まで
特定非営利活動法人

クラーク博士別れの地・久蔵の里普及促進会
(略称：NPO法人クラーク会)
1． 事業の成果
当会は、２０１７年度に特定非営利活動法人の認証(2017年7月3日付け)を受け、「特定非営利活動法人　
クラーク博士別れの地・久蔵の里普及促進会」として事業を展開して参りました。
　２０２１年度は、事業計画書に基づき会の設立目標に向かって具体的な活動を進めることとしておりましたが、一昨年からの新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、計画していた「講演会」や「シンポジューム」、「小中学校の生徒に対するクラーク精神普及講話活動」などを開催することができなくなり、活動が著しく制約された厳しい一年でありました。
　しかし、２０２０年１０月１日に北広島市から指定NPO法人の認証を得ると共に、２０２１年５月１０日には北海道知事から認定NPO法人の認定を受け、寄附金の税制上の優遇措置の適用となるなど、会の目標達成に向けての必要な体制の確立を推進してまいりました。

　具体的な一年間の活動状況は以下の通りです。
＜活動報告＞
２０２１年
　4月 4日　2020年度事業実施状況及び会計決算状況の監査受検
4月 6日　第１回理事会　2021年度通常総会議案書審議及びクラーク博士別れの日記念イベントの検討
4月14日～18日「クラーク博士別れの日記念パネル展」の開催(北広島市エルフィンパーク広場)
4月23日　認定ＮＰＯ法人申請に伴う事務所査察(北海道環境生活部くらし安全局道民生活課　２名)
4月28日　第２回理事会　2021年度通常総会議案書(書面表決書)の最終確認、会報18号審議
5月 8日　2021年度通常総会議案書印刷
5月 9日　第３回理事会　2021年度通常総会議案書(書面表決書)の発送 
5月11日　北海道知事より認定NPO法人認可書受領(5月10日付)

　5月26日　2021年度通常総会(書面表決書)の取りまとめ　　
  5月27日　2021年度通常総会の開催(コロナ禍のため最少人数で開催)
書面表決議決状況＜正会員数：205名、承認数：145名＞
　　　　　　正会員の三分の二以上の賛成を持って、2021年度通常総会議案書は承認されました。

　5月27日　第４回理事会　新役員の担当業務の承認(コロナ禍のため最少人数で開催)
　5月30日　2021年度通常総会議事録及び会報18号の正会員・賛助会員への発送
6月24日　第５回理事会　2021年度活動計画の詳細検討
6月29日　北広島市長へ2020年度事業報告書提出、市長及び市幹部へご挨拶

7月10日　第６回理事会　「クラーク精神普及講話活動」の協働事業提案書の検討
7月28日　「クラーク精神普及講話活動」の協働事業提案申請書の提出
8月 5日　第７回理事会　「馬上のクラーク博士」のポーズの検討

8月 6日　協働事業提案申請書のプレゼンテーション(9月1日不採用通知)
10月 7日　第８回理事会　バス見学会の検討
10月13日　「馬上のクラーク博士」の絵画の制作発注(星槎道都大学美術学部画家安田特任教授)
10月26日　第９回理事会　「馬上のクラーク博士像」建立までのスケジュールの検討、会報19号の検討
10月29日　バス見学会の実施(白老町ウポポイ、仙台藩元陣屋、他　３６名参加)

11月12日　第10回理事会　当面の活動の検討、会報19号発送
11月24日　市民協働フォーラム参加(6名)
11月25日　「馬上のクラーク博士」の絵画(油彩画)の完成
12月10日　第11回理事会　「馬上のクラーク博士」の絵画の確認・了承、会報20号の検討
12月24日～28日　「馬上のクラーク博士」の絵画の市幹部及び商工会・観光協会へ披露
２０２２年
1月13日　第12回理事会　「2022年度クラーク博士別れの日記念パネル展」の開催決定
1月20日　会報20号の発送
2月11日　第13回理事会　アンビシャス基金募集リーフレット、「馬上のクラーク博士」の絵画の市民ギャラ
リー展示及び北海道遺産登録申請の検討
2月23日　“Boys, be ambitious !”の北海道遺産登録申請書提出
3月 9日～16日　「馬上のクラーク博士」の絵画及び別れの場面の資料の市役所５階市民ギャラリー展示

　3月11日　第14回理事会  2022年度クラーク博士別れの日記念パネル展及び2022年度通常総会の検討
　3月15日　北海道大学副学長及び校友会事務局長を訪問

２．事業の実施内容
(1) 特定非営利活動に係る事業
	定款の
事業名
	事　業　内　容
	実施
月日
	実施
場所
	延参加
人数
	受益対象者の範囲及び会員以外の参加人数(再掲)
	事業費の
決算額
(千円)

	クラーク像建立及び久蔵の里開発事業
	・クラーク像及び久蔵の里の
基本検討の実施
・「馬上のクラーク博士」の絵画の制作
・絵画及び関連資料の市民ギャラリー展示
	通年
8月～12月
3月
	北広島市

	180人
	北広島市及びその周辺地域の住民
　   135人
	99千円

	クラーク精神の普及事業

	・講話実施依頼文書発送
・講話の実施
・講話教材の見直し検討
・協働事業提案・プレゼン
・講演会等の開催
　　　　　
・バス見学会の開催
	(2月)
(コロナ禍のため未実施)

6月～3月
7月～8月
(コロナ禍のため中止)
10月
	北広島市

	85人
	北広島市の生徒・関係者及び全道・全国の住民、
　

45人
	35千円

	観光振興及び活性化への貢献事業 

	・クラーク博士別れの日記念パネル展の開催


	4/14～4/18
10月～3月(次年度実施検討)
	北広島市

	270人
	北広島市及び全道・全国の住民

　　 250人
	37千円

	広報活動及び会員拡大活動事業

	・会報の発行
・ホームページの維持更新
・会員拡大活動の推進
	5/30,11/12,
1/20,
－
随時
	北広島市

	1220人
	北広島市及び全道・全国の住民

850人
	159千円

	クラーク像建立及び久蔵の里開発
基金募集事業

	・活動説明資料の展開
(クラーク小伝・久蔵翁小伝)
・基金依頼リストの作成

・基金募集リーフレットの製作検討


	随時
5月～3月
10月～3月


	北広島市

	45人
	北広島市を中心とした住民及び全道・全国の企業・団体
　　　 10人
	1千円


(2)　その他の事業
	定款の
事業名
	事　業　内　容
	実施
予定
月日
	実施
予定
場所
	従事者の
予定人数
	事業費の
決算額
（千円）

	関連商品開発事業
	・クラーク博士及び久蔵翁にちなんだ関連
商品の開発検討
	通年
	北広島市
	 0人
	0千円



3． 活動計算書、貸借対照表、財産目録、計算書類の注記 (2022年3月31日現在)
(1) 活動計算書
[image: image1.emf]Ⅰ  経 常 収 益

1 受取会費

　正会員 受取会費

　賛助会員 受取会費

 受 取 会 費 計

2 受取寄付金

　アンビシャス基金受取寄付金

　その他の 受取寄付金

 受 取 寄 付 金 計

3 受取助成金

　受取助成金

 受 取 助 成 金 計

4 雑　収　入

　雑 収 入　 （受取利息含む）

 雑　収　入　計 

 経 常 収 益 計

Ⅱ  経 常 費 用

1 事　業　費

⑴人件費

　　賃　金

　人件費計

⑵その他の経費

　　業務委託費(リーフレット)

　　消耗品費(用紙、インク、封筒等)

　　旅費交通費(バス見学会、出張交通費等)

　　印刷製本費(会報、チラシ、ポスター等)

  　租税公課

　　通信運搬費(会報等の送料等)

　　諸謝金

　　会議費

　　会場費(各種打合せ、発送作業場所借用)

　　雑　費(ホームページ維持費等)

　その他経費計

 事 業 費 計 

2 管　理　費

⑴役員報酬

　人件費

　　賃　金

　人件費計

⑵その他の経費

　　消耗品費(用紙、インク等)

　　旅費交通費(出張交通費等)

　　印刷製本費(総会資料、理事会資料等)

　　租税公課(印紙等)

　　通信運搬費(総会資料等の送料)

　　諸謝金

　　会議費

　　会場費(理事会会場借用)

　　雑　費

　その他経費計

 管　理　費　計 

 経 常 費 用 計　

Ⅲ  正 味 財 産 の 部

 指定正味財産額

 一般正味財産額 △147,579

　当期正味財産増減額計 △ △

 指定正味財産額

 一般正味財産額 544,367 544,367

　前期繰越正味財産額計 983,367 983,367

 指定正味財産額

 一般正味財産額 396,788 396,788

　次期繰越正味財産額計 844,788 844,788

次

期

繰

越

448,000



448,000



331,124

0



0



94,598



331,124

69,322



50,000

当

期

前

期

繰

越

439,000



439,000

0



67,624



0



※その他の事業に係わる活動計算書については、2021年度は事業を実施していないため記載省略します。

9,000



340,003

478,582

9,000



0

0

10,040



147,458

28,485

2,250

15,854



6,900

4,565



126,000



37,740



65,160



3



11,437



0



187,000



27,000



科　　　　　　　　目 　　金 　額    

（単位:円）



△147,579

14,607

147,458



0



0

9,000



117,000



214,000



3



0



0


(2) 貸借対照表
[image: image2.emf]Ⅱ

Ⅲ 正 味 財 産 の 部

 　⑶ 投資その他の資産

　　　アンビシャス基金預金特定資産

※金額の単位は円です。

前

期

　一般正味財産

当

期

次

期

繰

越

科　　目 金　額 合計金額 科　　目

 預　　　金 253,723



 未払法人税等

 仮   払   金 0



 前 受 会 費

  流 動 資 産 合  計



267,888   流 動 負 債 合  計

　 ⑴ 有形固定資産



合計金額

資　　産　　の　　部　 負 債 及び 正 味 財 産 の 部

  1 流 動 資 産



  1 流 動 負 債



Ⅰ　資 産  の　部



　負 債  の　部



金　額



 現　　　金 10,100



 未　払　金 0



 前 払 費 用 4,065



 預　り　金 0



 未  収  金 0



未 払 消 費 税



 仮　受　金  0



11,000

11,000



0



  2 固 定 資 産



  2 固 定 負 債



 　　　像建立仮勘定 417,885



 　　　車両運搬具 0



  固 定 負 債 合 計



0

 　⑵ 無形固定資産



   負　債　合　計



11,000



  固 定 資 産 合  計



544,367(983,367)

 敷　　　　 金 0



 敷　　　　 金



　指定正味財産 439,000



(-138,579)

 敷　　　　 金



　指定正味財産 448,000



170,015



　指定正味財産 9,000



　一般正味財産 -147,579



　（　合　計　）



844,788



587,900 　一般正味財産 396,788(844,788)

※その他の事業に係わる貸借対照表については、2021年度は事業を実施していないため記載省略します。

資　産　合　計



855,788

負債及び正味財産



855,788

合　　　　計


(3) 財産目録
[image: image3.emf]内　訳

Ⅰ 資 産 の 部

　1　流 動 資 産

 現　　　 金 10,100

 預　　　 金  普通預金 253,723

( 249,720 )

( 2,000 )

( 1,003 )

( 1,000 )

 前 払 費 用 4,065

( 4,065 )

流 動 資 産 合 計 267,888

2　固 定 資 産

417,885 417,885

170,015 170,015

固 定 資 産 合 計 587,900

資　　産　 合　　計

( A )

855,788

Ⅱ 負 債 の 部

　1　流 動 負 債

0

11,000

（

11,000 )

  2　固 定 負 債

固 定 負 債 合 計 0

負　　債　 合　　計

( B )

11,000

　正　味　財　産  合　計

( C ) = ( A ) - ( B )

844,788

※金額の単位は円です。

合　　計

※その他の事業に係わる財産目録については、2021年度は事業を実施していないため記載省略します。

会場使用料

（2022.5.22.通常総会）



11,000

0

　　　　像建立勘定

　　　　　　

アンビシャス基金預金特定資産(ゆうちょ銀行)



　　　　



　未払金

　前受会費

2021年度末 正会員前受会費(８名　11口)

流　動　負　債  合  計

　　　　　　　　　　ゆうちょ銀行(基金用)

　　　　　　　　　　北洋銀行(基金用)

　　　　　　　　　　北海道銀行(基金用)

　　　　　一般会計　ゆうちょ銀行

科　　　目　　・　　摘　　　要 元帳金額


(4) 計算書類の注記
[image: image4.emf]① 重要な会計方針

　　計算書類の作成は、NPO法人会計基準（2010年７月20日　2017年12月12日最終改正　NPO法人

会計基準協議会）によっています。

② 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳は以下の通りです。

当法人の正味財産は844,788円ですが、そのうち指定正味財産448,000円は、下記のように

使途が特定される財産です。

したがって使途が制約されていない正味財産は396,788円です。

期首残高

当期増加額

指定正味財

産計

当期減少額 期末残高

439,000 9,000 448,000 267,885 180,115

合計

439,000 9,000 448,000 267,885 180,115

※金額の単位は円です。

内容 備考

アンビシャス基金事業

クラーク像建立

及び久蔵の里開

発事業のための

アンビシャス基

金


以上









1
2

